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第２回まちづくりネットモニター「日本遺産」 

（実施期間：2020 年６月３日～６月 12 日 10 日間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査概要 

 ・回答方法   専用ウェブサイトからの回答 

 ・モニター数  360 人 

 ・回答数    329 人（回答率：91％） 

   

 

 

 

結果概要 

【日本遺産・安積疏水の認知度】 

 ・日本遺産認定、安積疏水ともに前回よりも認知度が向上した（問２、３） 

 ・年代別では 60 代以上、性別では男性の認知度が高かった（問１、２、３） 

 ・認知媒体は、学校授業や生涯学習が特に多かった（問４） 

 

【安積開拓・安積疏水の関心度】 

 ・安積開拓・安積疏水に対して、約 69％の人が関心をもっている（問６） 

 ・日本遺産認定を知らない人でも、安積疏水等に関心のある人が半数いる（問２、６） 

 ・関心がある人は、日本遺産に関わる活動意欲がある（問６、12） 

 

【日本遺産に関する取組】 

 ・開成麓山地区にある関連施設への訪問実績が高い（問７） 

 ・今後の取組要望としては、４割を超える人が学校での歴史教育を選択した（問９）  

 ・安積疏水の関連性が高い商品の開発要望が多かった（問 11） 

 

考察 

 ・安積開拓・安積疏水は知っていても、日本遺産認定の事実を知らない人が多くいる。 

 ・認知度に比例して関心度や活動意欲が高まっている。 

 ・様々な立場の方が活躍できる場を設け、日本遺産の機運を高めていきたい。 

日本遺産 

ウェブページ 

 
安積開拓・安積疏水を結ぶストーリーは、平成 28 年に文化庁が認定する「日本遺産」

になりました。 

 「日本遺産」とは、地域の歴史的魅力を通じて伝統や文化を語るストーリーです。

このストーリーに関わる文化財等を活用することで、郷土愛の醸成を図り、国内外へ

地域の持つ魅力を発信していきます。 

 つきましては、日本遺産認定から４年が経過し、市民の皆さまが感じていることや、

日本遺産の今後の活用について、ご意見を把握するため、アンケートを実施しました。 

 

 

国際政策課 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 計
男性 6人 5人 16人 30人 32人 17人 41人 8人 155人
女性 11人 9人 42人 57人 37人 15人 2人 1人 174人
計 17人 14人 58人 87人 69人 32人 43人 9人 329人
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問１ 文化庁が地域の文化や伝統が語られているストーリーを「日本遺産」として認定

していることをご存知ですか？（１つ選択） 

 

① 【前回認知度】2019 年の調査         【問１認知度】2020 年の調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 【問１認知度×年代別】認知度を年代別で比較 

 
 

③ 【問１認知度×性別】認知度を性別で比較 

 
 

 

 

 

 

 

78%

91%

72%

52%

49%

45%

36%

47%

9%

22%

29%

28%

36%

28%

24%

22%

6%

19%

23%

19%

36%

29%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない

41%

74%

35%

16%

24%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性 知っている

聞いたことはあるが内容は知らない

全く知らない

知っている

57%(187人)
聞いたことはあるが

内容は知らない

25%(84人)

知らない

18%(58人)
知らない

21%(67人)

聞いたことはあるが

内容は知らない

29%(93人)

知っている

50%(163人)

第１章 日本遺産の認知度について                 

① 前回調査よりも７ポイント向上し、日本遺産制度の認知度は 57％に達した。 

② 年代別に認知度をみると、60 代以上は７割を超え、20 代が特に低い。 

③ 性別でみると男性の認知度が圧倒的に高い。 

→日本遺産制度を所管する文化庁に報告する。 
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問２ 安積開拓・安積疏水のストーリーが「日本遺産」に認定されたことをご存知ですか？ 

（１つ選択） 
 
① 【問２認知度】       【問２認知度×過去調査】認知度の過去からの推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 【問２認知度×年代別】年代別の認知度を比較 

  
 

③ 【問２認知度×職業別】職業別の認知度を比較 

 
 

 

 

 

 

89%

91%

91%

68%

67%

69%

57%

29%

11%

9%

9%

32%

33%

31%

43%

71%
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30代

20代

10代

100%

86%

71%

70%

69%

67%

35%

88%

14%

29%

30%

31%

33%

65%

12%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農林業

団体職員

主婦・主夫

会社員

自営業

パート・アルバイト

学生

無職・その他

49%

61%

57%

65%

71%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

2016年 2017年 2018年 2019年 2020年

知っている

71%(234人)

知らない

29%(95人)

知っている

全く知らない

知っている

全く知らない

① 日本遺産認定の認知度は７割を超え、４年前の調査から 22 ポイント上昇した。 

② 年代別に認知度をみると、60 代以上が非常に高く、10 代が目立って低い。 

③ 職業別でみると、学生の認知度が非常に低い。 

→日本遺産認定の事実は、特に学生世代に伝わっていない。 
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問３ 「安積開拓・安積疏水」をご存知ですか？（１つ選択） 

 

① 【前回認知度】2019 年の調査         【問３認知度】2020 年の調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

② 【問３認知度×年代別】年代別の認知度を比較 

 
 
③ 【問３認知度×性別】性別の認知度を比較 

 

 

 

 

 

 

89%

100%

97%

80%

79%

76%

64%

94%

11%

3%

20%

17%

21%

29%

6%

4%

3%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

80代

70代

60代

50代

40代

30代

20代

10代

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない

75%

93%

21%

7%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

知っている

83%(275人)

聞いたことはあるが

内容は知らない

15%(48人)

知らない

2%(6人)

知っている

76%（246人）

聞いたことはあるが

内容は知らない

20%（65人）

知らない

4%（12人）

知っている

聞いたことはあるが内容は知らない

全く知らない

① 前回調査よりも７ポイント向上し、安積開拓・安積疏水に対する認知度は 83％に達した。 

② 年代別に認知度をみると、問２で低かった 10 代の認知度が非常に高い。 

③ 性別でみると、男性の認知度が特に高く「全く知らない」と回答した人はいなかった。 

→安積開拓・安積疏水は知っていても、日本遺産認定の事実を知らない人が多くいる。 
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問４ 問３で「知っている」「聞いたことはあるが内容は知らない」と選択した方にお伺いします。  

「安積開拓・安積疏水」について、どのような媒体から知りましたか︖（複数選択可） 

 

① 【問４認知媒体】安積疏水・安積開拓を何の情報媒体から知ったか調査 

 

 
 

② 【問４認知媒体×年代別】認知媒体を年代別で比較 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

141人

（44％）

103人

(32%)
82人

(25%)
79人

(24%) 63人

（20％）

36人

(11%)
31人

(10%)

30人

（9％）

0人

30人

60人

90人

120人

150人

授業・講座 新聞 ｳｪﾌﾞｻｲﾄ ﾃﾚﾋﾞ ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ﾎﾟｽﾀｰ 雑誌 ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ 雑誌 ﾎﾟｽﾀｰ ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ ﾃﾚﾋﾞ ｳｪﾌﾞｻｲﾄ 新聞 授業・講座

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

※ソーシャルメディアとは、インターネット上のコミュニケーションを通して、情報の共有や拡
散が生まれる媒体のこと。フェイスブック、ツイッター、インスタグラム、YouTube、ブログ等。 

① 認知媒体としては、「授業・講座」や「新聞」と回答した人が多かった。 

② 年代別に認知媒体をみると、10 代～20 代の「授業・講座」選択者が多かった。 

「パンフレット」、「新聞」、「授業・講座」では年代別にバラツキがある。 

③ 選択肢にないその他意見として、「学校行事」や「地域誌」「知人から」が多かった。 

→安積開拓・安積疏水の認知度向上に、学校教育や生涯学習が大きく寄与している。 

※「％」は問３で「知ってい

る」「聞いたことはあるが内

容は知らない」と選択した人

323 人に占める回答者割合 
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問５ 日頃から情報収集をする方法は、どのような媒体が一番多いですか？（複数選択可） 

 

① 【問５情報収集媒体】日頃から何の媒体で情報収集しているか調査 

 
 
② 【問２:知らない人のうち、問５情報収集媒体】日本遺産認定を知らない人は 

どんな情報収集をしているか 

 
 

③ 【問２:知らない人のうち、問５情報収集媒体×年代】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

1人(1%)

2人(1%)

4人(1%)

17人(5%)

30人(9%)

53人(16%)

65人(20%)

71人(22%)

86人(26%)

0人 20人 40人 60人 80人 100人

ポスター・チラシ

本

ラジオ

フリーペーパー

市の広報

テレビ

ソーシャルメディア

新聞

ウェブサイト

1人(1%)

5人(5%)

11人(12%)

20人(21%)

25人(26%)

12人(13%)

21人(22%)

0人 5人 10人 15人 20人 25人 30人

ラジオ

フリーペーパー

市の広報

テレビ

ソーシャルメディア

新聞

ウェブサイト

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代
ラジオ 6%
フリーペーパー 8% 17% 3% 9%
ソーシャルメディア 50% 67% 28% 24% 14%
市の広報 17% 17% 14% 14%
新聞 6% 14% 14% 33% 50% 100%
テレビ 25% 17% 21% 27% 50%
ウェブサイト 17% 28% 24% 23% 67%

① 情報収集媒体としては、「新聞」よりも「ウェブサイト」と回答した人が多かった。 

② 問２日本遺産認定を知らない人の情報収集媒体は、「ソーシャルメディア」が１番多かった。

③ 10～20 代は「ソーシャルメディア」が、60 代以降は「新聞」・「テレビ」が多かった。 

→対象者に応じてデジタルとアナログを使い分けて情報発信することが効果的である。 

※「％」は問２で「知らない」と選択した各年代に占める対象者の割合 

日本遺産認定を知らない人は年代別
にどんな情報収集をしているか 

※フリーペーパー

とは、広告収入を元

に定期的に無料で

配布される印刷物。 

※「％」は問２で

「知らない」と選

択した人95人に占

める回答者割合 

：30％以上、 ：50％以上
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問６ 「安積開拓・安積疏水」について、どの程度関心がありますか？（１つ選択） 

 

① 【前回関心度】2019 年の調査        【問６関心度】2020 年の調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
② 【問６関心度×職業別】関心度を職業別で比較 

 
 

③ 【問２認知度×問６関心度】知っている人と知らない人の関心度を比較 

 
     

 

 

 

 

36%

50%

29%

8%

19%

11%

8%

50%

50%

28%

55%

62%

50%

56%

59%

12%

29%

33%

19%

45%

28%

31%

2%

14%

4%

5%

5%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無職・その他

農林業

団体職員

主婦・主夫

自営業

学生

会社員

ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ

非常に関心がある 関心がある あまり関心がない 全く関心がない

3%

19%

48%

57%

38%

23%

11%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知らない

知っている

非常に関心がある

関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

48人

(14%)

180人(55%)

89人

(27%)

12人

(4%)
43人
(13%)

146人
(45%)

120人
(37%)

14人
(5%)

① 関心がある人（非常に関心がある+関心がある）は前回よりも 11 ポイント増え 69％であった。

② 職業別にみると、学生の関心度が特に低い。 

③ 問２日本遺産認定を知らない人でも、半数の人が安積開拓・安積疏水に関心がある。 

→日本遺産認定や安積開拓・安積疏水の認知度に比例して関心度が高まっている。 

非常に関心がある 関心がある あまり関心がない 全く関心がない
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問７ 日本遺産に認定された安積開拓・安積疏水ストーリー（以下、日本遺産ストーリ

ー）は38の文化財で構成されています。構成文化財の中で、実際に訪れたことがある場

所はどこですか？（複数選択可） 
 
① 【問７訪問実績】日本遺産に関係するスポットへの訪問実績を調査 

 
 

② 【問７訪問実績×性別】訪問実績を性別で比較 

 
 

③ 【問７訪問実績×問２認知度】各スポット訪問実績がある人のうち、 
どれくらい日本遺産認定を認知しているか 

 

 

 

 

 

314人

(95%)

311人

(95%)

297人

(90%) 270人

(82%)
218人

(66%)
169人

(51%)
116人

(35%)
105人

(32%)

104人

(32%)
87人

(26%) 49人

(15%)
35人

(11%)
24人

(7%)

0人

50人

100人

150人

200人

250人

300人

0人

30人

60人

90人

120人

150人

180人

71% 72% 72%
75%

77% 78%

86%
84% 85%

90%
88%

86%

96%

60%

70%

80%

90%

100%

0人

50人

100人

150人

200人

250人

300人

350人 訪問実績あり

第２章 本市の日本遺産に関する取り組みについて                

① 訪問実績をみると、開成麓山地区への訪問実績が高い。 

② 訪問実績が多い所は女性の、訪問実績が少ない所は男性の比率が高い。 

③ 訪問実績がある人は、日本遺産認定を認知している人が全体を通して７割以上いる。 

→安積疏水を知るきっかけとして、訪問実績を上げていきたい。 

認知度

【参考】 

猪苗代湖を訪

れたことがあ

る人のうち、

72％の人が日

本遺産認定を

認 知 し て い

る。 

男性

女性
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問８「日本遺産ストーリー」に関する PRで、実際に見たことがあるものはありますか？ 
 
① 【問８閲覧実績】日本遺産 PR ツールの閲覧実績を調査 

 
 
 
 
 
 
 
② 【問８閲覧実績×年代別】閲覧実績を年代別で比較 

 

 
 
③  【問８閲覧実績×問２認知度】閲覧実績がある人は日本遺産認定を認知しているか 

 
 

 

 

 

 

 

107人

(33%)

105人

(32%)
91人

(28%)
84人

(26%)

82人

(25%)
75人

(23%)
53人

(23%) 42人

(13%)

40人

(12%) 30人

(9%)

28人

(9%)

27人

(8%)
19人

(6%)

0人

20人

40人

60人

80人

100人

120人

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代
案内板 24% 29% 36% 29% 22% 31% 51% 67%
駅構内PR広告 29% 50% 29% 29% 35% 34% 33% 22%
ｳｪﾌﾞｻｲﾄ・ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ 18% 14% 31% 24% 29% 41% 26% 33%
ﾃﾚﾋﾞ放映番組 24% 14% 19% 20% 20% 34% 49% 44%
新聞・雑誌 18% 7% 16% 16% 25% 34% 53% 44%
ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ 14% 16% 20% 38% 56% 33%
PRﾎﾟｽﾀｰ 6% 14% 12% 11% 9% 31% 35% 22%
開成館特設ｺｰﾅｰ 6% 7% 9% 7% 9% 19% 30% 44%
一本の水路ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ認証 12% 14% 9% 8% 14% 19% 14% 22%
動画・VR 12% 7% 3% 7% 6% 22% 16% 11%
出前講座 6% 7% 2% 2% 4% 22% 23% 33%
ﾊﾞｽﾂｱｰ 7% 5% 1% 19% 23% 22%
ｲﾍﾞﾝﾄでのPRﾌﾞｰｽ 5% 3% 16% 14% 22%

107人 105人

91人
84人 82人

75人

53人
42人 40人

30人 28人 27人
19人

79%

67%

81%

77%

88%

91%
91%

93%

95%

90% 86%

85%

89%

60%

70%

80%

90%

100%

0人

20人

40人

60人

80人

100人

120人

※「％」は各年代の回答者に占める割合 

① 閲覧実績は、「案内板」や「駅構内 PR 広告」の選択が多かった。 

② 年代別でみると、60 代以上の閲覧実績が各選択肢において高かった。 

③ 「駅構内 PR 広告」を見ている人は、他に比べると日本遺産認定の認知度が低かった。 

→日本遺産認定の認知度が低いものは、意識的にみてもらう仕掛けづくりが必要。 

閲覧実績 認知度

（複数選択可） 

：30％以上、 ：50％以上

※VR とは、バーチャルリアリティの略。仮想現実という意味。360 度大パノラマやデジタル技
術を駆使し、まるで映像の中にいるかのような感覚が味わえる。 

【参考】 

案内板を見た

ことがある人

のうち、79％

の人が日本遺

産認定を認知

している。 
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問９ 「日本遺産ストーリー」を身近に感じるようになるため、特に取り組んで欲しい

事はなんですか？（３つまで選択） 
 
① 【問９取組要望】今後の取組要望を調査 

 
 

② 【問９取組要望×年代別】取組要望を年代別で比較 

 

 
 
③ 【問９取組要望×問６関心度】今後の取組要望を日本遺産への関心度別に比較 

 
 

 

 

 

 

138人

(42%) 118人

(36%)
113人

(34%)

83人

(25%) 72人

(22%) 62人

(19%)
60人

(18%)
58人

(18%)
55人

(17%) 41人

(12%)

40人

(12%) 27人

(8%)

0人

20人

40人

60人

80人

100人

120人

140人

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代
学校教育 59% 64% 55% 43% 30% 31% 40% 22%
ｳｪﾌﾞｻｲﾄ・ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ 35% 50% 43% 38% 35% 28% 28% 22%
ﾃﾚﾋﾞ・新聞 24% 29% 36% 33% 36% 28% 40% 44%
ﾂｱｰ・ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘｰ 6% 21% 36% 21% 22% 44% 23% 11%
ﾋﾞｭｰｽﾎﾟｯﾄ紹介 6% 7% 16% 23% 22% 25% 33% 44%
講座・講演会 18% 5% 5% 25% 31% 44% 67%
案内板・説明板 6% 21% 14% 14% 12% 16% 40% 67%
ﾌﾘｰﾍﾟｰﾊﾟｰ活用 6% 14% 16% 30% 20% 13% 5%
周遊観光ﾙｰﾄ周知 6% 14% 21% 14% 16% 16% 23% 22%
小説化・漫画化 18% 21% 10% 11% 9% 22% 12% 11%
イベント 12% 7% 10% 10% 14% 9% 21%
店舗等掲示 6% 21% 9% 5% 13% 16%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

※「％」は各年代の回答者に占める割合 

① 取組要望としては、４割を超える人が「学校での歴史教育」を選択した。 

② 30 代までは「学校教育」が、60 代以上は「講座・案内板」の選択比率が高かった。 

③ 関心度に応じて、「講座・講演会」開催への要望に大きな差があった。 

→日常生活の中で身近にあるツールを活用した取り組みが効果的である。 

※「％」は各関心度

を選択した人に占

める回答者の割合 

：30％以上、 ：50％以上

非常に関心がある

関心がある

あまり関心がない

全く関心がない
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問 10 「日本遺産ストーリー」を発信し観光誘客に結び付けるため、特に取り組んで欲

しい事はなんですか？（３つまで選択） 

 

① 【問 10 取組要望】今後の観光誘客に関する取組要望を調査 

 
 

② 【問 10 取組要望×年代別】取組要望を年代別で比較 

 

 

 

③ 【問 10 取組要望×問６関心度】今後の取組要望を日本遺産への関心度別に比較 

 

 

 

 

 

146人
(44%)

142人
(43%) 113人

(34%) 86人
(26%)

84人
(26%)

74人
(22%)

67人
(20%)

62人
(19%) 45人

(14%)

0人

40人

80人

120人

160人

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

観光資源開発 29% 36% 53% 44% 36% 44% 51% 67%

関連施設整備 35% 14% 40% 37% 46% 44% 63% 67%

ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ活用 47% 64% 47% 34% 33% 22% 21%

観光ｶﾞｲﾄﾞ育成 24% 43% 21% 24% 26% 41% 26% 11%

交通手段充実 6% 43% 22% 17% 19% 38% 44% 56%

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ充実 6% 21% 16% 17% 35% 19% 28% 44%

お土産品開発 24% 14% 26% 23% 19% 16% 12% 33%

案内板等多言語化 29% 29% 21% 13% 19% 13% 28% 11%

周遊観光整備 18% 14% 10% 13% 14% 13% 21%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

※「％」は各年代の回答者に占める割合 

① 回答者のうち４割を超える人が、「観光資源開発」と「関連施設整備」を選択した。 

② 年代別にみると、20 代までは「ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱを活用した情報発信」が最も多かった。 

③ 関心度に応じて、「関連施設の環境整備」に対する要望に大きな差があった。 

④ その他意見「歴史にかかわった人達の顔が見えるような動画作成と配信」 

※「％」は各関心度

を選択した人に占

める回答者の割合 

：30％以上、 ：50％以上

非常に関心がある

関心がある

あまり関心がない

全く関心がない
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問 11 「日本遺産ストーリー」を PRするために、どのような商品であれば効果的だと思

いますか？（３つまで選択） 

 

① 【問 11 商品化要望】日本遺産 PR に必要な商品化の意向調査 

 
 

② 【問 11 商品要望×年代別】商品要望を年代別で比較 

 

 

 

③ 【問 11 商品化要望×関連商品開発実績】商品化の要望と開発実績を比較 

 

 

 

 

 

 

 

139人

(42%)
123人

(37%)
85人

(26%)

82人

(25%)

79人

(24%)

77人

(23%)
66人

(20%)

66人

(20%) 42人

(13%)

0人

40人

80人

120人

160人

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

和菓子 47% 29% 48% 43% 41% 34% 44% 44%

お酒 35% 21% 41% 38% 39% 47% 33% 11%

食品 29% 26% 26% 28% 22% 33% 33%

洋菓子 24% 36% 26% 30% 30% 3% 21% 11%

ﾀｵﾙ、手ぬぐい 29% 21% 16% 17% 28% 19% 40% 56%

お弁当 29% 43% 33% 16% 20% 25% 21% 22%

生活雑貨 18% 21% 16% 14% 23% 28% 30% 11%

お茶・珈琲・飲料 24% 29% 26% 17% 28% 13% 12%

文房具 35% 7% 14% 15% 6% 6% 12% 33%

139人
123人

85人 82人
79人 77人

66人 66人

42人
8件

2件

14件

9件

2件
0件

5件
3件

1件
0件

3件

6件

9件

12件

15件

0人

30人

60人

90人

120人

150人

※「％」は各年代の回答者に占める割合 

商品化要望 実績

① 商品化要望としては、「和菓子」や「お酒」の選択が多かった。 

② 20 代では「お弁当」が、80 代では「ﾀｵﾙ・手ぬぐい」を選ぶ人が最も多かった。 

③ 「お酒」や「お弁当」の商品化要望がある一方で、開発実績に結びついていない。 

④ その他意見「水や水出しコーヒーといった水に関係した商品」 

→日本遺産「一本の水路」ブランド認証団体と協力し、さらなる商品開発に繋げたい。 

：30％以上、 ：50％以上
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問 12 地域で「日本遺産ストーリー」を盛り上げるために、あなたが取り組んでみたい

事はありますか？（３つまで選択） 

 

① 【問 12 活動意欲】日本遺産に関わる活動意欲を調査 

 
 

② 【問 12 活動意欲×年代別】活動意欲を年代別で比較 

 

 

 

③ 【問 12 活動意欲×問６関心度】活動意欲と日本遺産の関心度の関係性 

 
 

 

 

 

 

22人(7%)

45人(14%)

53人(16%)

124人(38%)

131人(40%)

164人(50%)

0人 30人 60人 90人 120人 150人 180人

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞになる

ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ等で情報発信する

環境整備に協力する

出前講座・ﾊﾞｽﾂｱｰに参加する

ｲﾍﾞﾝﾄに参加する

ｳｪﾌﾞｻｲﾄや本で調べる

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞになる 18% 14% 9% 3% 6% 3% 5% 22%

ｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱ等で情報発信する 29% 14% 28% 11% 7% 9% 7% 11%

環境整備に協力する 24% 19% 14% 13% 25% 16% 22%

出前講座・ﾊﾞｽﾂｱｰに参加する 12% 21% 34% 29% 30% 69% 63% 44%

ｲﾍﾞﾝﾄに参加する 6% 36% 36% 33% 39% 63% 56% 44%

ｳｪﾌﾞｻｲﾄや本で調べる 76% 43% 45% 46% 57% 47% 53% 22%

44%

78%

100%

100%

56%

22%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全く関心がない

あまり関心がない

関心がある

非常に関心がある

意欲あり 意欲なし

※「％」は各年代の回答者に占める割合 

① 活動意欲としては、ウェブサイト等検索やイベント参加の選択肢が多かった。 

② 10 代と 80 代に占めるﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲﾄﾞになりたい人の割合が、他の世代よりも高かった。 

③ 関心がある人は、日本遺産に関連する活動意欲がある。 

→様々な立場の方が活躍できる場を設け、日本遺産の機運を高めていきたい。 

：30％以上、 ：50％以上
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問 13 「日本遺産ストーリー」には、関連する様々なサブストーリーや事実がありま 

す。興味のあるものはありますか？（３つまで選択） 

 

① 【問 13 関連ストーリー】どんな関連ストーリーに興味があるか 

 

 
 
② 【問 13 関連ストーリー×年代別】興味のある関連ストーリーを年代別に比較 

 
 

 

 

 

 

 

161人

(49%)
134人

(41%)
128人

(39%)

83人

(25%) 69人

(21%)

68人

(21%)

67人

(20%) 49人

(15%)
43人

(13%)
36人

(11%)

0人

30人

60人

90人

120人

150人

180人

（イ） （エ） （ア） （キ） （ク） （カ） （ウ） （コ） （オ） （ケ）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

（イ） 24% 43% 66% 53% 46% 44% 44% 22%

（エ） 18% 43% 55% 46% 38% 25% 40% 22%

（ア） 59% 43% 40% 31% 43% 41% 35% 44%

（キ） 29% 29% 29% 15% 32% 38% 16% 33%

（ク） 41% 36% 19% 20% 17% 16% 26% 11%

（カ） 12% 14% 5% 23% 29% 16% 33% 22%

（ウ） 24% 21% 10% 17% 25% 25% 23% 44%

（コ） 18% 14% 10% 15% 10% 13% 28% 22%

（オ） 6% 7% 3% 9% 10% 28% 23% 56%

（ケ） 18% 7% 2% 7% 9% 22% 16% 56%

(ア) 大久保利通は、暗殺された朝に福島県令（現知事）と安積開拓の話をしていた 

(イ) 開成山大神宮は伊勢神宮（三重県）から唯一御分霊を受けている 

(ウ) 太平洋戦争時にファン・ドールン像を裏山に隠した（隠されたオランダ人） 

(エ) 開成山公園内に日本最古の染井吉野がある 

(オ) 小林久敬や渡辺閑哉など、江戸時代から安積疏水の構想を抱いている人がいた 

(カ) 渋沢栄一が沼上発電所や磐越西線の建設に投資していた 

(キ) 坂本龍馬の義弟が安積開拓をきっかけに郡山に入植していた 

(ク) 郡山宿も戊辰戦争の影響を受けていた 

(ケ) 大槻原開墾により桑野村が誕生した 

(コ) 沼上発電所は日本で初めて長距離高圧送電に成功した 

① 開成山大神宮、開成山公園にまつわる関連ストーリーの選択が多かった。 

② 80 代の方は、「小林久敬・渡辺閑哉」や「桑野村誕生」にまつわるストーリーに興味を示した。

→興味度の高いものからストーリー化を進め、日本遺産への関心度に繋げていきたい。 
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問 14 その他、ご意見がございましたら、ご自由にお書きください。（自由記述） 

 

約三十数年前から郡山に住むようになったが安積疏水のことを知らない市民の多

さに驚いた。この国策としての一大事業を広く市民に知らしめる必要がある。 

（60 代男性、無職・その他） 

出前講座で安積疏水の映像を見て感動しました。 

（50 代女性、会社員） 

サブストーリーが多くあるようなのを初めて知りましたので、１つ１つ勉強して行

きたいと思います。 

（40 代男性、会社員） 

士族授産の入植についてもっと掘り起こしてほしいと思います。 

（60 代女性、自営業） 

問 13 に挙げられているストーリーは興味があるので、物語とか漫画で紹介される

と良いと思います。 

（40 代男性、会社員） 

郡山市の４年生対象のバスツアーはとても中身が濃いので今後も継続してほしい。 

（40 代女性、会社員） 

子どもの小学校授業・発表会・宿泊学習で安積開拓・安積疏水について教えてもら

いました。 

（30 代女性、パート・アルバイト） 

開成館に説明があるのを見ましたが、美術館にも安積疏水の展示物があると、市外

の方にも周知できて良いと思います。 

（50 代女性、会社員） 

安積疏水のお土産商品などたくさんあれば、他県の知り合いに渡すなどして広めて

いきたい。 

（40 代女性、会社員） 

郡山市は、民間のフリーペーパーが充実していると思います。積極的に掲載されて

いる企業の皆さまと知恵を出しあって、企画商品の開発をしてみても良い。 

（50 代女性、パート・アルバイト） 

挑戦することが、産業の高度化、行政の効率化、教育、文化の振興に寄与すると思

います。「開拓者精神」を未来永劫受け継いでいくことで市勢の継続した発展に繋が

ると良いですね。                    （50 代男性、会社員） 

 


